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は
じ
め
に

　

今
回
の
「
紹
介
と
批
評
」
で
取
り
あ
げ
る
本
書
は
、
ム
ス
リ
ム
系

若
者
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
社
会
適
応
の
実
態
の
一
端
を
明
ら
か
に

し
よ
う
と
す
る
。
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
居
住
す
る
ム
ス

リ
ム
系
移
民
住
民
の
生
活
実
態
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
近
年
の
欧
米
社
会
に
共
通
す
る
「
イ
ス
ラ
ム
恐
怖
症

（Islam
ophobia

）」
に
侵
さ
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
も
、
ム
ス
リ

ム
系
住
民
、
と
く
に
若
者
（
小
さ
い
時
に
親
と
一
緒
に
移
住
し
た
若

者
や
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
生
ま
れ
た
第
二
世
代
の
双
方
含
む
一
五
～

二
五
歳
の
人
々
）
は
、
社
会
の
安
寧
を
脅
か
す
過
激
主
義
者
で
あ
る

と
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
化
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
調

査
を
も
と
に
子
細
に
み
る
と
、
ム
ス
リ
ム
系
若
者
の
多
く
は
ム
ス
リ

ム
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
し
て
普
通
の
生
活
を
送
っ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
お
い
て
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
と

し
て
、
あ
る
い
は
高
度
専
門
職
種
従
事
者
と
し
て
成
功
し
て
い
る 

者
も
い
る
。
ム
ス
リ
ム
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
生
活
は
テ
ロ
リ 

ス
ト
に
代
表
さ
れ
る
い
び
つ
な
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
を
明 

ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、「
社
会
的
上
昇
適
応
（upw

ard social 
trajectory

）」
に
成
功
す
る
ム
ス
リ
ム
と
「
社
会
的
下
降
適
応

（dow
nw

ard social trajectory

）」
に
よ
り
社
会
の
底
辺
で
周
辺

化
し
て
し
ま
う
ム
ス
リ
ム
系
若
者
を
生
み
だ
す
諸
要
因
を
検
討
し
、

下
降
適
応
す
る
だ
け
で
な
く
、
過
激
な
「
イ
ス
ラ
ム
思
想
（Salafi 

jihadist narrative

）」
を
受
容
し
、
テ
ロ
リ
ス
ト
に
な
る
人
び
と

を
巡
る
様
々
な
要
因
を
検
討
し
、
今
後
の
対
応
策
を
考
え
よ
う
と
す

る
も
の
で
あ
る
。

　

著
者
のJoshua M

. Roose

氏
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
カ
ソ

リ
ッ
ク
大
学
「
宗
教
・
政
治
・
社
会
研
究
所
」
研
究
員
で
あ
る
と
同

時
に
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
法
学
部
東
ア
ジ
ア
法
律
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

訪
問
学
者
と
し
て
活
動
し
、
欧
米
の
ム
ス
リ
ム
系
住
民
や
イ
ス
ラ
ム

法
、
多
文
化
主
義
と
社
会
に
つ
い
て
数
多
く
の
論
文
を
刊
行
し
て
い

る
。

紹　

介

　

目
次
は
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

紹
介
と
批
評

Joshua M
. Roose,

P
olitical Islam

 and M
asculinity: 

M
uslim

 M
en in A

ustralia
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本
書
の
概
要

　

序
章
で
は
、
本
書
で
著
者
が
明
ら
か
に
し
た
い
こ
と
の
概
略
を
紹

介
す
る
。
第
一
の
目
的
は
著
者
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ム
ス
リ
ム
系

若
者
に
焦
点
を
当
て
て
調
査
を
し
て
み
る
と
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社

会
に
適
応
し
て
社
会
的
に
上
昇
し
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

リ
ー
ダ
ー
的
存
在
に
な
る
と
同
時
に
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
主
流
社
会

に
参
入
し
、
高
度
職
種
従
事
者
と
し
て
働
き
、
白
人
の
多
い
裕
福
な

郊
外
で
安
定
的
な
生
活
を
営
む
だ
け
で
は
な
く
、
白
人
を
中
心
と
し

た
非
ム
ス
リ
ム
系
国
民
に
交
じ
り
、
堂
々
と
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会

に
住
む
ム
ス
リ
ム
系
住
民
に
対
す
る
差
別
や
偏
見
が
存
在
す
る
こ
と

を
明
ら
か
に
す
る
と
同
時
に
強
く
批
判
し
、
ム
ス
リ
ム
系
住
民
と
非

ム
ス
リ
ム
系
住
民
と
の
間
の
相
互
理
解
と
多
文
化
共
生
を
促
す
ミ
ド

ル
マ
ン
と
し
て
の
役
割
と
同
時
に
、
ム
ス
リ
ム
系
住
民
の
政
治
運
動

を
リ
ベ
ラ
ル
民
主
主
義
の
原
則
に
従
っ
て
指
導
し
、
主
流
社
会
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち
か
ら
も
信
頼
を
勝
ち
取
る
よ
う
な
人
々
も
登
場
し
て

お
り
、
現
在
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
政
府
や
一
般
の
人
々
が
思
い

描
い
て
い
る
、
ム
ス
リ
ム
系
若
者
は
過
激
な
テ
ロ
リ
ス
ト
だ
と
い
う

否
定
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
誤
り
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。

　

第
二
の
目
的
は
、
社
会
適
応
に
成
功
し
社
会
的
上
昇
を
果
た
す
ム

ス
リ
ム
系
若
者
も
い
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
恐
怖
症
の
元
凶
と
な
る
よ
う

な
、
学
校
適
応
（
教
育
）・
社
会
適
応
（
就
職
）
に
失
敗
し
下
降
的

社
会
移
動
を
経
験
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
主
流
社
会
へ
の
安
定
的
参

入
に
失
敗
す
る
だ
け
で
な
く
、
家
族
（
両
親
）
が
属
す
イ
ス
ラ
ム
・
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
か
ら
も
疎
外
さ
れ
て
、
あ
る
い
は
自
ら
離
脱
し
て
行

き
場
を
失
い
、
非
行
グ
ル
ー
プ
に
所
属
し
て
犯
罪
者
と
な
る
も
の
や
、

居
場
所
探
し
を
し
て
い
る
う
ち
に
、
い
つ
の
間
に
か
過
激
な
イ
ス
ラ

ム
思
想
を
唱
え
る
イ
マ
ム
の
い
る
モ
ス
ク
や
イ
ス
ラ
ム
信
徒
集
団
に

所
属
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
、
Ｉ
Ｓ
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
に
誘
わ
れ
て

ホ
ー
ム
グ
ロ
ウ
ン
・
テ
ロ
リ
ス
ト
に
な
る
も
の
や
、
Ｉ
Ｓ
兵
士
と
し

て
中
東
地
域
に
渡
航
す
る
も
の
も
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
も
確
か
で
あ

る
。
こ
の
タ
イ
プ
の
人
々
は
、
先
の
成
功
者
と
出
身
階
層
に
大
き
な

違
い
は
な
い
が
不
安
定
な
家
庭
環
境
や
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

と
の
関
わ
り
方
に
問
題
が
あ
り
、
結
果
的
に
は
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
通
し
て
与
え
ら
れ
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
多
文
化
主
義
に
基

づ
く
連
邦
と
州
政
府
か
ら
の
生
活
・
教
育
・
就
職
訓
練
・
医
療
・
福

祉
面
で
の
各
種
の
支
援
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス
が
多
い
。

　

こ
う
し
た
社
会
的
下
降
移
動
の
発
端
は
、
中
学
・
高
校
レ
ベ
ル
で

の
学
校
不
適
応
に
よ
る
も
の
が
多
い
。
そ
の
原
因
は
本
人
の
学
力
の

問
題
と
い
う
よ
り
は
、
イ
ス
ラ
ム
恐
怖
症
を
身
に
つ
け
た
同
級
生
に

よ
る
差
別
的
で
偏
見
に
満
ち
た
言
動
（
日
本
で
は
「
い
じ
め
」
と
表

現
さ
れ
る
も
の
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
は
人
種
差
別
と
な
る
ケ
ー

ス
が
多
い
）
に
よ
り
精
神
的
に
傷
つ
い
た
こ
と
が
原
因
で
あ
っ
た
り

す
る
。
さ
ら
に
問
題
は
イ
ス
ラ
ム
恐
怖
症
に
と
り
つ
か
れ
た
学
校
の

教
師
の
心
無
い
言
動
が
原
因
で
あ
っ
た
り
す
る
。
こ
う
し
た
場
合
、

家
族
が
子
供
の
教
育
に
熱
心
で
経
済
力
が
あ
る
場
合
、
裕
福
な
人
々

の
住
む
郊
外
の
私
立
学
校
へ
転
校
し
た
り
し
て
問
題
を
回
避
で
き
る
。

ま
た
、
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
の
関
係
を
密
に
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
の
福
祉
活
動
や
教
育
支
援
活
動
を
頼
り
、
問
題
を
切
り
抜
け

る
こ
と
も
可
能
だ
が
、
子
供
の
教
育
に
熱
心
で
は
な
い
家
庭
の
場
合
、

あ
る
い
は
熱
心
で
は
な
い
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
両
親
の
場
合
、
さ
ら
に

母
親
あ
る
い
は
父
親
を
失
っ
た
家
族
の
子
供
の
場
合
、
子
供
が
直
面

す
る
困
難
・
悩
み
が
放
置
さ
れ
て
し
ま
う
場
合
が
多
い
。

　

厄
介
な
こ
と
は
、
ム
ス
リ
ム
系
若
者
の
場
合
、
伝
統
的
な
ム
ス
リ

ム
男
性
の
「
誇
り
高
き
男
ら
し
さ
（m

asculinity pride

）」
に
対

す
る
こ
だ
わ
り
が
強
い
こ
と
で
あ
る
。
男
ら
し
さ
は
、
教
育
を
受
け

就
職
し
て
社
会
人
と
し
て
自
立
し
、
家
庭
を
も
ち
家
族
を
養
い
家
父

長
と
し
て
の
権
威
を
獲
得
・
維
持
し
、
社
会
的
に
も
政
治
的
に
も
イ

ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
主
流
社
会
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
を
通

じ
て
満
た
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
。
そ
の
こ
と
に
よ
り
、
社
会
統
合
的

な
「
正
統
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（legitim

izing identities

）」

を
維
持
し
尊
敬
を
勝
ち
取
り
安
定
的
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
を
獲
得
す
る
。

そ
れ
に
対
し
て
教
育
で
失
敗
し
社
会
的
下
降
を
経
験
し
た
も
の
に
は

男
ら
し
さ
を
実
現
し
、
周
り
か
ら
認
め
ら
れ
る
機
会
は
制
限
さ
れ
や

す
い
。
と
き
に
は
、
精
神
的
に
不
安
定
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
男
ら

し
さ
へ
の
欲
求
を
満
た
せ
な
い
こ
と
に
対
す
る
不
満
を
、
徐
々
に
ホ
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ス
ト
国
家
・
社
会
へ
の
憎
悪
・
恨
み
に
変
換
し
て
、「
抵
抗
的
ア
イ

デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
（Resistance identities

）」
を
発
達
さ
せ
、
国
家

や
警
察
、
あ
る
い
は
諜
報
組
織
へ
の
攻
撃
を
考
え
、
実
行
す
る
こ
と

で
男
ら
し
さ
へ
の
欲
求
を
充
足
し
よ
う
と
す
る
の
で
あ
る
。
本
書
の

序
章
で
は
以
上
の
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
後
に
、
本
書
の
各
章
に
つ

い
て
概
略
を
紹
介
す
る
。
以
下
各
章
の
概
略
を
紹
介
す
る
。

　

第
一
章
で
は
本
書
で
使
用
す
る
諸
概
念
（
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
、

権
力
、
男
ら
し
さ
、
政
治
的
イ
ス
ラ
ム
）
に
つ
い
て
概
略
を
紹
介
し

た
後
、
従
来
の
研
究
は
、
学
校
・
社
会
不
適
応
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

社
会
に
対
し
て
抵
抗
的
で
反
抗
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
発
達
さ

せ
る
ム
ス
リ
ム
系
若
者
と
そ
の
政
治
行
動
に
焦
点
を
当
て
る
も
の
が

多
か
っ
た
。
し
か
し
、
本
研
究
は
、
似
た
よ
う
な
家
族
背
景
・
社

会
・
経
済
的
背
景
を
も
つ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
方
で
学
校
・
社
会

適
応
に
成
功
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
お
い
て
民
主
主
義
社
会

に
ふ
さ
わ
し
い
健
全
な
政
治
活
動
を
行
う
ム
ス
リ
ム
系
若
者
が
生
ま

れ
る
の
に
対
し
て
、
他
方
で
は
失
敗
し
て
反
社
会
的
な
政
治
活
動
を

行
う
ム
ス
リ
ム
系
若
者
の
双
方
に
注
目
し
適
応
と
不
適
応
の
原
因
を

探
る
と
い
う
こ
と
を
改
め
て
明
ら
か
に
す
る
。
従
来
の
研
究
で
は
不

適
応
は
経
済
的
に
不
利
な
環
境
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
強
調
さ
れ
、

貧
困
に
あ
え
ぐ
ム
ス
リ
ム
系
若
者
は
皆
過
激
な
ム
ス
リ
ム
に
な
る
と

い
う
現
代
社
会
に
蔓
延
す
る
偏
見
を
助
長
し
か
ね
な
い
の
で
、
本
書

で
は
双
方
の
若
者
の
出
身
背
景
が
似
て
い
る
点
が
強
調
さ
れ
る
。

　

結
局
、
成
功
し
た
ム
ス
リ
ム
系
若
者
は
、
Ｐ
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
（P. 

Bourdieu

）
の
議
論
に
沿
っ
た
「
経
済
資
本
（econom

ic 
capital

）」、「
文
化
資
本
（cultural capital

）」、「
社
会
資
本

（social capital

）」、「
象
徴
資
本
（sym

bolic capital

）」
な
ど
の

面
に
お
い
て
恵
ま
れ
て
お
り
、
社
会
的
上
昇
が
可
能
だ
っ
た
と
い
う

こ
と
に
な
り
、
恵
ま
れ
て
い
な
い
も
の
は
下
降
移
動
を
経
験
す
る
し

か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
学
校
適
応
や
社
会
適
応
に
必

要
な
様
々
な
資
源
と
、
適
応
・
不
適
応
に
よ
っ
て
ム
ス
リ
ム
系
若
者

が
発
達
さ
せ
る
パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
に
つ
い
て

は
、
Ｍ
・
カ
ス
テ
ル
ズ
（M

. Castells

）
の
議
論
を
採
用
し
て
い
る

こ
と
と
、
男
ら
し
さ
の
概
念
に
つ
い
て
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
研
究

者
の
Ｒ
・
Ｗ
・
コ
ン
ネ
ル
（R.W

. Connell

）
の
議
論
に
従
っ
て
い

る
こ
と
を
明
ら
か
に
す
る
。

　

第
二
章
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
け
る
ム
ス
リ
ム
系
移
民
の
歴

史
と
現
在
の
ム
ス
リ
ム
系
住
民
の
人
口
構
成
や
経
済
・
社
会
的
特
徴

に
つ
い
て
ま
ず
概
観
す
る
。
ム
ス
リ
ム
系
移
民
の
歴
史
に
は
、
英
国

系
移
民
（
流
刑
囚
）
が
一
七
八
八
年
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
大
陸
東
南

部
に
入
植
す
る
以
前
よ
り
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
諸
島
か
ら
ム
ス
リ
ム
系

ナ
マ
コ
漁
民
が
大
陸
北
部
に
定
期
的
に
訪
問
し
、
北
部
の
先
住
民
と

の
接
触
を
保
っ
て
い
た
こ
と
や
、
一
九
世
紀
後
半
以
降
に
大
陸
中
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央
・
北
部
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
入
植
者
が
運
輸
・
交
通
手
段
と
し

て
ラ
ク
ダ
を
輸
入
し
て
利
用
し
た
が
、
そ
の
ラ
ク
ダ
の
管
理
と
御
者

を
務
め
た
の
が
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
か
ら
移
住
し
た
ム
ス
リ
ム
系
移
民

で
あ
っ
た
と
か
、
レ
バ
ノ
ン
か
ら
の
行
商
人
デ
ィ
ア
ス
ポ
ラ
も
移
住

し
て
い
た
と
い
う
歴
史
が
あ
る
が
、
今
日
の
ム
ス
リ
ム
系
住
民
の
ほ

と
ん
ど
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
白
豪
主
義
が
終
了
し
た
一
九
七

〇
年
代
後
半
よ
り
移
住
し
た
移
民
や
難
民
で
あ
る
。
二
〇
一
一
年
の

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
は
、
四
七
万
六
二
九
二
人
（
総
人
口
の
二
・

二
％
）
の
ム
ス
リ
ム
系
住
民
が
在
住
し
て
い
る
（
総
人
口
は
二
〇
一

一
年
当
時
、
二
二
五
〇
万
人
）。
シ
ド
ニ
ー
に
は
全
ム
ス
リ
ム
人
口

の
四
四
％
に
当
た
る
二
〇
万
八
一
四
九
人
が
住
む
の
に
対
し
て
、
メ

ル
ボ
ル
ン
に
は
三
〇
％
に
当
た
る
一
四
万
三
六
三
九
人
が
住
ん
で
い

る
（
メ
ル
ボ
ル
ン
人
口
の
三
・
七
五
％
）。
ム
ス
リ
ム
系
住
民
の
教

育
レ
ベ
ル
は
非
ム
ス
リ
ム
人
口
の
平
均
よ
り
む
し
ろ
高
い
が
、
失
業

率
は
非
ム
ス
リ
ム
系
住
民
平
均
よ
り
は
高
く
、
専
門
職
等
高
度
人
材

職
種
へ
の
就
職
率
は
非
ム
ス
リ
ム
系
住
民
平
均
よ
り
低
く
、
世
帯
収

入
も
低
い
。
さ
ら
に
、
低
所
得
郊
外
地
域
に
集
住
し
て
い
る
傾
向
が

強
い
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
本
章
で
は
ム
ス
リ
ム
系
住
民
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

連
邦
政
府
と
ビ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
の
対
応
の
変
化
が
扱
わ
れ
る
（
研

究
対
象
の
ム
ス
リ
ム
系
若
者
は
ビ
ク
ト
リ
ア
州
郊
外
在
住
者
）。
一

九
九
〇
年
代
ま
で
は
、
連
邦
・
州
政
府
と
も
社
会
統
合
政
策
と
し
て

は
多
文
化
主
義
を
積
極
的
に
採
用
し
、
多
様
性
の
な
か
の
統
合
を
模

索
し
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
も
多
く
被
害
に
遭
っ
た
二
〇

〇
一
年
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ハ
イ
ジ
ャ
ッ
ク
連
続
テ
ロ
と
翌
年
の
イ

ン
ド
ネ
シ
ア
・
バ
リ
島
自
動
車
爆
弾
テ
ロ
事
件
、
二
〇
〇
五
年
の
ロ

ン
ド
ン
連
続
テ
ロ
事
件
以
後
（
犯
人
の
一
人
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に

定
住
し
て
い
た
こ
と
が
判
明
）、
多
文
化
主
義
へ
の
批
判
が
強
ま
り
、

ハ
ワ
ー
ド
連
邦
自
由
党
・
国
民
党
保
守
連
合
政
府
は
ム
ス
リ
ム
系

ボ
ー
ト
ピ
ー
プ
ル
の
大
陸
北
部
へ
の
侵
入
阻
止
活
動
を
強
化
す
る
と

同
時
に
、
移
民
の
帰
化
条
件
と
し
て
「
シ
テ
ィ
ズ
ン
シ
ッ
プ
・
テ
ス

ト
」
を
導
入
し
合
格
を
必
須
と
す
る
と
同
時
に
、
社
会
的
結
束
を
強

化
す
る
た
め
に
リ
ベ
ラ
ル
・
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
を
強
化
す
る
よ
う
に

な
っ
た
（
多
様
性
よ
り
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
リ
ベ
ラ
ル
な
価
値
の

強
調
）。
そ
れ
に
対
し
て
、
ビ
ク
ト
リ
ア
州
政
府
は
連
邦
政
府
の
動

き
と
は
異
な
り
、
レ
バ
ノ
ン
人
を
祖
先
の
一
人
に
も
つ
ブ
ラ
ッ
ク
首

相
率
い
る
州
労
働
党
政
府
は
多
文
化
主
義
・
多
宗
教
主
義
を
堅
持
し

て
い
た
。
し
か
し
、
ム
ス
リ
ム
系
住
民
に
対
す
る
非
ム
ス
リ
ム
系
住

民
の
不
信
感
は
強
ま
る
と
同
時
に
、
ム
ス
リ
ム
系
若
者
の
テ
ロ
未
遂

事
件
が
警
察
に
よ
り
摘
発
さ
れ
る
回
数
が
増
え
る
と
不
安
が
高
ま
り
、

州
警
察
や
連
邦
諜
報
機
関
（
Ａ
Ｓ
Ｉ
Ｏ
）
な
ど
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
系

若
者
に
対
す
る
監
視
行
為
が
強
化
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
な
り
、
イ
ス
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ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
監
視
も
強
化
さ
れ
て
い
っ
た
。
要
す
る

に
、
ム
ス
リ
ム
系
住
民
へ
の
厳
し
い
社
会
環
境
が
強
化
さ
れ
て
い
っ

た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。

　

第
三
章
で
は
、
前
章
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
よ
う
に
、
ム
ス
リ
ム
系

住
民
へ
の
敵
対
的
社
会
環
境
が
強
化
さ
れ
ム
ス
リ
ム
系
住
民
に
は
ス

ト
レ
ス
の
高
い
社
会
に
な
っ
て
い
く
な
か
で
も
成
功
し
た
、
ム
ス
リ

ム
系
若
者
た
ち
を
紹
介
す
る
。
紹
介
さ
れ
る
の
は
、
ム
ス
リ
ム
系
若

者
に
よ
る
ヒ
ッ
プ
ポ
ッ
プ
音
楽
グ
ル
ー
プ
「
ブ
ラ
ザ
ー
フ
ッ
ド

（T
he Brothahood

）」
で
あ
る
。
五
人
の
若
者
男
性
に
よ
る
グ

ル
ー
プ
だ
が
、
五
人
と
も
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
生
ま
れ
の
第
二
世
代
で

あ
る
。
出
自
（
両
親
の
出
身
地
）
は
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
レ
バ
ノ
ン
、

ビ
ル
マ
、
ト
ル
コ
、
エ
ジ
プ
ト
と
分
れ
て
い
る
。
一
九
九
〇
年
代
後

半
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
結
成
さ
れ
、
現
在
で
は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

を
は
じ
め
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
の
ム
ス
リ
ム
系
若
者
の
間
に
も
フ
ァ
ン

が
増
大
し
国
際
的
に
活
躍
し
て
い
る
。
彼
ら
は
、
音
楽
に
よ
り
ム
ス

リ
ム
系
若
者
を
含
む
ム
ス
リ
ム
一
般
に
対
す
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や

世
界
各
地
の
人
々
が
も
つ
偏
見
・
差
別
・
誤
解
を
批
判
す
る
と
と
も

に
、
過
激
な
ム
ス
リ
ム
若
者
の
テ
ロ
活
動
や
過
激
思
想
は
ム
ス
リ
ム

一
般
の
姿
と
は
か
け
離
れ
て
い
る
こ
と
を
訴
え
、
正
し
い
ム
ス
リ
ム

理
解
を
求
め
る
中
庸
な
政
治
活
動
も
意
図
し
て
お
り
、
そ
の
よ
う
な

目
的
に
沿
っ
た
内
容
を
も
つ
音
楽
も
発
表
し
て
い
る
。

　

本
章
で
は
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
メ
ン
バ
ー
が
、
メ
ル
ボ
ル
ン
北
部

の
郊
外
で
育
っ
た
若
者
で
あ
り
、
ム
ス
リ
ム
と
し
て
は
中
産
階
級
家

族
を
背
景
と
し
て
お
り
、
学
校
に
も
う
ま
く
適
応
し
（
メ
ン
バ
ー
の

な
か
に
は
大
学
入
学
資
格
を
得
た
も
の
も
い
る
）
社
会
に
も
適
応
し

て
い
る
だ
け
で
な
く
、
仕
事
を
し
な
が
ら
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
教
育
を
含
む
若
者
の
生
活
支
援
組
織
で
あ
る
「
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
・
ム
ス
リ
ム
青
年
組
織
（Y

oung M
uslim

 of A
ustralia: 

Y
M

A

）」
の
諸
活
動
に
参
加
し
て
お
り
、
Ｙ
Ｍ
Ａ
の
活
動
の
な
か
で

五
人
が
出
会
い
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
た
と
い
う
経
緯
が
あ
る
。
ま
た
、

五
人
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
の
な
か
で
、
五
人
は
ム
ス
リ
ム
と
し
て
穏

健
な
イ
ス
ラ
ム
の
教
え
を
し
っ
か
り
学
ん
で
い
る
こ
と
が
確
か
め
ら

れ
る
と
同
時
に
、
学
校
生
活
や
仕
事
を
通
し
て
非
ム
ス
リ
ム
の
人
々

と
交
わ
り
西
洋
文
化
に
対
す
る
基
本
的
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
る
こ

と
も
明
ら
か
に
な
る
。
し
か
し
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
学
校
生
活

や
職
場
に
お
い
て
も
ム
ス
リ
ム
に
対
す
る
偏
見
・
差
別
を
経
験
し
、

そ
れ
が
音
楽
活
動
を
通
し
て
の
政
治
活
動
に
繋
が
っ
て
い
る
こ
と
も

明
ら
か
に
な
る
。
基
本
的
に
、
生
活
の
過
程
で
挫
折
し
そ
う
な
と
き

に
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援
を
頼
る
こ
と
が
で
き
、
結
果

的
に
は
、
順
調
な
生
活
が
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
背
景
に
あ
る
こ
と
が
分

か
る
。
最
後
に
、
彼
ら
は
「
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
わ
れ
わ
れ
の
故
郷

で
も
あ
る
（
“Australia

’s M
ine T

oo

”）」
と
語
っ
て
い
る
こ
と
を
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示
す
。

　

第
四
章
で
は
、
メ
ル
ボ
ル
ン
北
部
の
裕
福
な
郊
外
で
育
ち
、
メ
ル

ボ
ル
ン
大
学
に
進
学
し
た
ワ
リ
ィ
ー
ド
・
ア
リ
（W

aleed A
ly

）

が
紹
介
さ
れ
る
。
大
学
卒
業
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
若
者
と
同
様
に

し
ば
ら
く
は
い
く
つ
か
の
職
業
を
経
験
し
た
後
、
法
律
事
務
所
で
働

き
な
が
ら
、
新
聞
・
テ
レ
ビ
で
の
反
ム
ス
リ
ム
的
な
発
言
に
対
す
る

批
判
意
見
を
新
聞
や
ラ
ジ
オ
に
投
稿
し
て
い
る
う
ち
に
、
テ
レ
ビ
出

演
を
依
頼
さ
れ
て
か
ら
注
目
を
集
め
た
こ
と
も
あ
り
、
大
学
講
師
と

し
て
モ
ナ
ー
シ
ュ
大
学
に
所
属
し
研
究
と
教
育
に
携
わ
り
な
が
ら
、

イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
オ
ピ
ニ
オ
ン
・
リ
ー
ダ
ー
的
存
在
と

な
っ
た
。
テ
レ
ビ
・
新
聞
の
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
と
し
て
非
ム
ス
リ
ム

系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
知
識
人
・
評
論
家
な
ど
と
堂
々
と
議
論
し
、
ム

ス
リ
ム
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
し
て
尊
敬
を
勝
ち
取
る
人
物
に
成

長
し
た
。
著
者
に
よ
る
調
査
で
は
、
エ
ジ
プ
ト
出
身
の
両
親
の
も
と

に
メ
ル
ボ
ル
ン
で
生
ま
れ
、
ム
ス
リ
ム
と
し
て
は
裕
福
な
家
庭
に

育
っ
た
。
両
親
は
共
稼
ぎ
で
あ
り
父
親
は
科
学
技
術
者
で
あ
り
、
母

親
は
中
学
教
師
で
子
供
の
教
育
と
成
功
に
力
を
入
れ
て
、
わ
ざ
わ
ざ

教
育
環
境
の
よ
い
白
人
の
多
い
郊
外
に
引
っ
越
し
し
て
い
た
こ
と
が

判
明
す
る
だ
け
で
な
く
、
熱
心
に
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活

動
に
も
両
親
が
参
加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
息
子
の
ア
リ
も
イ
ス
ラ

ム
教
に
興
味
を
持
ち
Ｙ
Ｍ
Ａ
の
活
動
に
も
熱
心
で
、
同
年
代
の
若
者

へ
の
イ
ス
ラ
ム
教
指
導
者
と
し
て
活
動
を
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
メ

ル
ボ
ル
ン
大
学
で
も
イ
ス
ラ
ム
教
団
体
で
活
動
し
た
後
に
「
ビ
ク
ト

リ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
評
議
会
（Islam

ic Council of V
ictoria: 

ICV

）」
で
も
指
導
的
な
地
位
に
つ
い
て
い
る
。
基
本
的
に
は
中
庸

で
穏
健
な
イ
ス
ラ
ム
教
徒
で
あ
り
、
後
に
論
じ
る
よ
う
な
テ
ロ
活
動

に
参
加
す
る
ム
ス
リ
ム
系
若
者
の
活
動
や
若
者
に
影
響
を
与
え
る
過

激
思
想
に
は
批
判
的
で
あ
る
。
と
同
時
に
過
激
グ
ル
ー
プ
か
ら
強
い

批
判
も
受
け
て
い
る
。
前
章
で
見
た
通
り
、
ア
リ
は
西
洋
思
想
・
文

化
に
も
精
通
で
き
る
よ
う
な
環
境
で
育
ち
、
非
ム
ス
リ
ム
系
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
人
の
尊
敬
と
信
頼
を
得
て
い
る
。

　

第
五
章
と
第
六
章
で
は
、
社
会
的
に
周
辺
化
さ
れ
、
過
激
な
ム
ス

リ
ム
・
テ
ロ
リ
ス
ト
や
イ
ス
ラ
ム
戦
士
に
な
っ
た
若
者
の
ケ
ー
ス
ス

タ
デ
ィ
が
紹
介
さ
れ
る
。
第
五
章
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
半
ば
に

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
連
邦
反
テ
ロ
リ
ス
ト
活
動
法
の
最
初
の
適
応
を

受
け
て
処
罰
さ
れ
注
目
を
浴
び
た
「
ベ
ン
ブ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
ム
信
徒

集
団
（Benbrika jam

a

’ah

）」
の
指
導
者
と
そ
の
メ
ン
バ
ー
を
中

心
に
扱
う
。
ベ
ン
ブ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
ム
教
団
は
、
四
六
歳
の
教
団
指

導
者
ア
ブ
ド
ゥ
ル
・
ナ
サ
ー
ル
・
ベ
ン
ブ
リ
カ
が
指
導
す
る
過
激
イ

ス
ラ
ム
教
団
で
、
ベ
ン
ブ
リ
カ
の
も
と
に
集
ま
っ
た
ム
ス
リ
ム
系
若

者
（
平
均
年
齢
は
二
四
歳
）
を
指
示
し
て
テ
ロ
計
画
を
準
備
し
て
い

る
と
こ
ろ
を
、
警
察
に
密
告
さ
れ
て
二
〇
〇
五
年
に
逮
捕
さ
れ
、
二
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〇
〇
八
年
に
裁
判
に
か
け
ら
れ
処
罰
さ
れ
た
。
本
章
と
次
章
で
は
事

件
の
捜
査
記
録
や
電
話
盗
聴
テ
ー
プ
、
警
察
に
よ
る
取
り
調
べ
調
書
、

裁
判
記
録
な
ど
を
も
と
に
参
加
者
の
生
活
や
行
動
と
思
想
を
再
構
成

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
拘
束
さ
れ
た
個
々
の
人
物
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

調
査
が
許
可
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
採
ら
れ
た
手
段
で
あ
る
。
ベ

ン
ブ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
ム
信
徒
集
団
は
第
四
章
で
扱
わ
れ
た
ワ
リ
ィ
ー

ド
・
ア
リ
が
所
属
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｖ
傘
下
に
あ
る
穏
健
な
イ
ス
ラ
ム
教
義

に
基
づ
く
公
認
さ
れ
た
教
団
・
信
徒
集
団
で
は
な
く
、
潜
り
に
近
い

も
の
で
あ
り
、
そ
の
存
在
す
ら
事
件
発
覚
ま
で
公
に
は
認
知
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
。
若
い
時
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
か
ら
短
期
滞
在
ビ
ザ
を
取

得
し
て
移
住
し
、
そ
の
後
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
不
法
滞
在
者
と
し
て

定
住
し
て
い
た
ベ
ン
ブ
リ
カ
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
籍
を
も
つ
ム

ス
リ
ム
女
性
と
結
婚
し
て
特
別
滞
在
許
可
を
得
て
そ
の
ま
ま
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
に
滞
在
し
て
い
た
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
の
福
祉
へ

の
依
存
生
活
を
脱
す
る
た
め
、
生
活
費
を
稼
ぐ
手
段
と
し
て
自
分
を

指
導
者
と
し
た
小
さ
な
信
徒
集
団
を
組
織
し
、
集
団
の
メ
ン
バ
ー
に

は
社
会
的
に
周
辺
化
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
系
若
者
を
勧
誘
し
て
い
た
。

　

ベ
ン
ブ
リ
カ
事
件
で
逮
捕
さ
れ
た
若
者
は
全
部
で
一
五
名
だ
っ
た

が
、
こ
の
な
か
の
一
人
は
ア
ン
グ
ロ
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
の
一
九

歳
で
イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
し
た
人
物
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
若
者
は
、

概
ね
以
下
の
よ
う
な
特
徴
を
有
し
て
い
た
。
そ
の
多
く
は
ム
ス
リ
ム

系
住
民
の
多
い
メ
ル
ボ
ル
ン
北
部
の
郊
外
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
た
。

多
く
は
学
校
に
は
適
応
し
て
い
た
が
、
偏
見
・
差
別
に
晒
さ
れ
た
経

験
を
も
っ
て
い
た
。
な
か
に
は
大
学
に
進
学
し
て
い
る
者
も
い
た
が
、

に
も
か
か
わ
ら
ず
よ
い
就
職
口
に
は
恵
ま
れ
ず
、
よ
い
職
業
に
つ
い

た
も
の
も
解
雇
さ
れ
や
す
く
、
不
安
定
職
種
を
転
々
と
し
て
お
り
、

次
第
に
社
会
的
下
降
移
動
を
経
験
し
周
辺
化
さ
れ
、
イ
ス
ラ
ム
・
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
主
流
社
会
か
ら
疎
外
さ
れ
た
も
の
が
多
い
。
居
場
所

を
失
い
、
孤
独
な
状
態
に
あ
っ
た
の
で
居
場
所
探
し
を
し
て
い
る
う

ち
に
犯
罪
・
非
行
集
団
に
帰
属
し
て
犯
罪
者
に
な
っ
た
経
験
を
も
つ

も
の
も
い
た
。
ベ
ン
ブ
リ
カ
は
そ
の
よ
う
な
ム
ス
リ
ム
系
若
者
を
巧

み
に
勧
誘
し
て
信
者
に
し
て
い
た
。
ベ
ン
ブ
リ
カ
は
、
若
者
に
過
激

な
イ
ス
ラ
ム
ジ
ハ
ー
ド
思
想
を
教
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
ベ
ン
ブ
リ

カ
は
長
い
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
で
の
不
遇
生
活
か
ら
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

政
府
・
社
会
全
般
に
対
す
る
恨
み
・
不
満
を
次
第
に
強
め
て
い
た
が
、

一
方
で
男
ら
し
さ
を
満
た
す
機
会
を
求
め
て
い
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
米
国
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
に
追
随
し
て
ア
フ

ガ
ニ
ス
タ
ン
や
イ
ラ
ク
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
特
殊
部
隊
を
派
遣
す

る
と
、
攻
撃
さ
れ
苦
し
ん
で
い
る
ム
ス
リ
ム
同
胞
を
救
う
た
め
に
、

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
連
邦
警
察
、
軍
隊
、
諜
報
機
関
な
ど
の
秩
序
維
持

諸
機
関
へ
の
攻
撃
を
聖
戦
と
し
て
正
当
化
し
実
行
し
よ
う
と
考
え
は

じ
め
、
二
〇
〇
五
年
に
実
際
に
実
行
し
よ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。
信
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徒
と
な
っ
て
い
た
ム
ス
リ
ム
系
若
者
た
ち
も
、
男
ら
し
さ
の
欲
求
を

満
た
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
ベ
ン
ブ
リ
カ
の
誘
い
に
乗
っ
た

の
で
あ
る
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
諸
機
関
へ
の
テ
ロ
攻
撃
に
よ
る

同
胞
支
援
は
「
男
ら
し
い
」
行
為
で
あ
る
と
し
て
ベ
ン
ブ
リ
カ
の
指

導
に
従
っ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
ベ
ン
ブ
リ
カ
と
そ
の
仲
間
た
ち
の
テ
ロ
計
画
は
稚
拙
な

も
の
で
あ
り
、
た
ち
ま
ち
の
う
ち
に
密
告
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
学

校
・
社
会
適
応
に
成
功
し
た
ム
ス
リ
ム
系
若
者
の
政
治
行
動
は
、
民

主
主
義
に
則
っ
た
も
の
だ
っ
た
が
、
周
辺
化
さ
れ
、
社
会
的
に
統
合

さ
れ
て
い
な
い
若
者
の
政
治
行
動
は
反
社
会
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。

彼
ら
は
反
抗
的
で
反
社
会
的
な
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
育
て
て
い
た
。

個
々
人
の
学
校
お
よ
び
社
会
不
適
応
の
切
っ
掛
け
は
多
様
で
あ
る
。

非
ム
ス
リ
ム
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
同
級
生
や
同
僚
の
偏
見
・
差
別

の
み
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
く
、
家
族
内
の
不
幸
や
反
抗
期
若
者

に
特
有
の
親
子
喧
嘩
な
ど
も
多
い
。
家
族
や
親
族
の
勉
学
や
イ
ス
ラ

ム
教
習
得
へ
の
期
待
も
小
さ
く
、
親
か
ら
の
期
待
が
低
く
挫
折
を
経

験
し
た
も
の
も
多
い
。
両
親
が
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
関
係

を
密
に
し
て
い
な
い
こ
と
が
多
く
、
得
ら
れ
る
支
援
も
少
な
く
、
社

会
不
適
応
も
多
い
。
非
ム
ス
リ
ム
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
と
の
接
触

の
機
会
も
限
ら
れ
西
洋
文
化
を
身
に
つ
け
る
機
会
も
少
な
く
、
主
流

社
会
と
乖
離
す
る
傾
向
が
強
く
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
政
府
攻
撃
に
も

逡
巡
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

　

第
六
章
で
扱
わ
れ
る
反
抗
的
ム
ス
リ
ム
若
者
の
生
活
の
軌
跡
は
、

第
五
章
の
ベ
ン
ブ
リ
カ
・
イ
ス
ラ
ム
教
団
事
件
関
係
者
と
類
似
し
て

い
る
が
、
本
章
で
扱
わ
れ
た
若
者
は
先
の
若
者
に
比
べ
一
〇
歳
ほ
ど

若
い
一
〇
代
の
少
年
た
ち
で
あ
り
、
学
校
不
適
応
で
社
会
的
周
辺
化

を
経
験
し
て
い
る
と
き
に
、
過
激
思
想
の
モ
ス
ク
や
イ
ス
ラ
ム
教
団

と
接
触
し
、
そ
の
際
に
Ｉ
Ｓ
の
エ
イ
ジ
ェ
ン
ト
に
誘
わ
れ
た
り
、

ネ
ッ
ト
上
で
の
Ｉ
Ｓ
と
の
接
触
に
よ
り
、
国
内
テ
ロ
を
実
施
し
た
り
、

イ
ラ
ク
や
シ
リ
ア
に
渡
航
し
て
Ｉ
Ｓ
兵
士
と
な
り
、
テ
ロ
攻
撃
に
加

わ
り
死
ん
だ
者
も
い
る
。
本
章
で
は
そ
の
よ
う
な
経
験
を
し
た
三
名

の
若
者
が
扱
わ
れ
る
。
三
名
の
う
ち
一
人
は
ア
ン
グ
ロ
系
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
人
で
イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
し
た
も
の
で
あ
る
。
ベ
ン
ブ
リ

カ
・
イ
ス
ラ
ム
教
団
の
ア
ン
グ
ロ
系
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
改
宗
者
同

様
、
有
名
私
立
学
校
に
適
応
し
つ
つ
も
、
何
ら
か
の
き
っ
か
け
で

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
絶
望
し
、
希
望
を
失
い
、
親
に
相
談
す
る

こ
と
も
な
く
新
た
な
生
活
の
意
味
を
求
め
て
イ
ス
ラ
ム
教
に
改
宗
し
、

イ
ラ
ク
や
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
欧
米
多
国
籍
軍
の
攻
撃
を
受
け
て
い

る
イ
ス
ラ
ム
同
胞
を
支
援
し
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
学
校

で
の
先
生
や
級
友
か
ら
い
じ
め
や
、
家
族
の
不
幸
な
ど
が
き
っ
か
け

で
改
宗
し
、
男
ら
し
さ
を
実
現
す
る
た
め
に
テ
ロ
や
Ｉ
Ｓ
へ
の
参
加

を
決
め
た
よ
う
だ
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
抵
抗
的
で
反
抗
的
な
ア
イ
デ
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ン
テ
ィ
テ
ィ
を
保
持
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
本
章
で
は
、

こ
の
よ
う
な
若
者
は
米
国
で
の
九
・
一
一
事
件
の
際
に
四
、
五
歳
の

幼
児
で
あ
り
、
物
心
が
つ
い
て
か
ら
は
ム
ス
リ
ム
同
胞
が
常
に
欧
米

の
攻
撃
や
批
判
に
さ
れ
て
い
る
姿
し
か
知
ら
ず
、
あ
る
意
味
で
容
易

に
ム
ス
リ
ム
同
胞
へ
の
同
情
と
支
援
を
受
け
入
れ
や
す
い
精
神
状
況

に
あ
っ
た
「
九
・
一
一
事
件
児
童
（the 

“children of 9/11

”）」

で
あ
っ
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
る
。

　

第
七
章
は
、
本
研
究
の
ま
と
め
と
結
論
で
あ
る
。
著
者
が
結
論
の

な
か
で
強
調
し
た
い
こ
と
は
、
ム
ス
リ
ム
中
産
階
級
出
身
者
で
学
校

お
よ
び
社
会
不
適
応
状
況
に
陥
り
、
社
会
的
下
降
移
動
の
あ
げ
く
に

周
辺
化
さ
れ
て
居
場
所
を
求
め
て
い
る
う
ち
に
過
激
な
イ
ス
ラ
ム
思

想
に
影
響
さ
れ
て
抵
抗
的
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
発
達
さ
せ
て
い
く

ム
ス
リ
ム
系
若
者
の
調
査
か
ら
、
は
っ
き
り
い
え
る
こ
と
は
、
こ
う

し
た
若
者
の
多
く
が
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
社
会
に
対
し
て
大
き
な
絶

望
感
や
失
望
感
を
抱
く
だ
け
で
は
な
く
、
ム
ス
リ
ム
系
若
者
と
い
う

だ
け
で
、
警
察
官
や
諜
報
機
関
員
に
付
き
ま
と
わ
れ
た
り
、
職
務
質

問
を
受
け
た
り
し
て
常
に
監
視
さ
れ
て
い
る
と
い
う
不
安
か
ら
屈
辱

感
を
感
じ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
未
来
へ
の
希
望
を
失
い
、
な
か
に

は
精
神
病
に
侵
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
場
合
も
あ
る
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。
こ
う
し
た
若
者
に
は
救
い
の
手
が
差
し
伸
べ
ら
れ
な
く
て
は

な
ら
な
い
が
、
連
邦
・
州
政
府
は
、
ム
ス
リ
ム
系
若
者
を
危
険
視
し

て
い
る
だ
け
で
、
救
い
の
手
を
差
し
伸
べ
る
と
い
う
こ
と
に
は
考
え

も
至
ら
な
い
状
況
に
あ
り
、
事
態
は
悪
い
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

さ
ら
に
悪
い
こ
と
に
、
著
者
の
調
査
か
ら
浮
か
び
上
が
っ
た
事
実

は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
多
文
化
主
義
政
策
は
確
か
に
周
到
な
も
の

で
は
あ
る
が
、
社
会
的
に
周
辺
化
さ
れ
疎
外
さ
れ
て
い
る
ム
ス
リ
ム

系
若
者
に
は
多
文
化
主
義
の
恩
恵
は
届
き
に
く
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
多
文
化
主
義
に
基
づ
く
支
援
は
、
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
各
種
Ｎ
Ｇ
Ｏ
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や
ボ
ラ
ン
タ
リ
ー
組
織
や
福
祉
機
関
、
あ

る
い
は
地
方
自
治
体
を
経
由
し
て
与
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る

が
、
周
辺
化
さ
れ
た
ム
ス
リ
ム
系
若
者
に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
組
織

は
最
も
近
寄
り
が
た
い
も
の
で
あ
り
、
む
し
ろ
反
抗
的
・
敵
対
的
な

感
情
さ
え
抱
い
て
い
る
場
合
が
多
い
の
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
う
し
た

支
援
組
織
や
自
治
体
組
織
に
は
ム
ス
リ
ム
系
若
者
を
警
戒
し
て
い
る

傾
向
が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
若
者
だ
け
で
な
く
誰
も
が
も
つ
「
承
認

欲
求
（recognition needs

）」
や
「
帰
属
意
識
（a sense of 

belonging

）」
が
満
た
さ
れ
な
い
た
め
、
ま
す
ま
す
互
い
に
疎
遠
と

な
る
傾
向
が
強
い
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
悪
循
環
を
断
ち
切
る
た
め

の
努
力
が
あ
ま
り
み
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
現
状
で
あ
る
。
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
多
文
化
主
義
の
成
功
物
語
が
政
府
関
係
者
に
よ
り
し

ば
し
ば
語
ら
れ
る
が
、
本
調
査
か
ら
は
実
際
に
そ
う
だ
と
は
い
い
難
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い
と
結
論
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
多
文
化
主
義
の
本
当
の
成
功
に
は
周

辺
化
さ
れ
て
い
る
ム
ス
リ
ム
系
若
者
へ
の
支
援
が
届
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
で
あ
り
、
今
後
は
そ
の
た
め
に
何
が
必
要
か
さ
ら
に
調
査

す
る
必
要
が
あ
る
と
指
摘
し
て
論
が
閉
じ
ら
れ
る
。

批　

評

　

本
書
が
明
ら
か
に
し
た
多
文
化
主
義
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
住

む
ム
ス
リ
ム
系
若
者
の
生
活
実
態
は
、
学
校
・
社
会
適
応
者
と
学

校
・
社
会
不
適
応
者
の
双
方
に
分
か
れ
て
い
る
も
の
を
同
時
に
立
体

的
に
描
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
単
に
、
出
身
社
会
・
経
済
階
層
に

よ
っ
て
そ
の
生
活
が
決
ま
っ
て
い
く
と
か
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
教

徒
だ
か
ら
過
激
に
な
る
の
だ
と
い
う
の
で
は
な
く
、
様
々
な
条
件
が

入
り
組
ん
で
ム
ス
リ
ム
系
若
者
の
人
生
が
決
め
ら
れ
、
イ
ス
ラ
ム
恐

怖
症
に
基
づ
く
ス
テ
レ
オ
タ
イ
プ
に
よ
る
ム
ス
リ
ム
系
若
者
理
解
が

大
い
な
る
誤
り
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
だ
け
で
な
く
、
む
し

ろ
非
ム
ス
リ
ム
系
国
民
側
の
イ
ス
ラ
ム
恐
怖
症
と
敵
視
が
若
者
を
過

激
な
イ
ス
ラ
ム
に
接
近
さ
せ
る
条
件
を
生
み
だ
す
こ
と
が
、
問
題
だ

と
示
唆
さ
れ
て
い
る
点
は
重
要
で
あ
る
。

　

評
者
に
と
り
重
要
だ
と
思
え
た
の
は
、
確
か
に
、
社
会
的
に
成
功

し
て
い
る
若
者
は
多
文
化
主
義
支
援
を
受
け
て
お
り
、
多
文
化
主
義

社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
面
目
躍
如
た
る
側
面
を
見
て
取
る
こ
と
が

で
き
る
。
だ
が
、
多
文
化
主
義
に
基
づ
く
各
種
の
支
援
サ
ー
ビ
ス
が
、

一
番
必
要
な
社
会
的
下
降
移
動
や
、
社
会
的
周
辺
化
の
危
険
に
晒
さ

れ
て
い
る
ム
ス
リ
ム
系
若
者
に
は
届
か
な
い
、
あ
る
い
は
届
き
に
く

い
と
い
う
点
で
あ
る
。
多
文
化
主
義
支
援
は
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
各
種
支
援
組
織
を
通
し
て
供
給
さ
れ
る
も
の
と
、
行
政
機
関

よ
り
供
給
さ
れ
る
も
の
が
あ
り
、
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
主

流
社
会
か
ら
乖
離
し
て
い
る
若
者
に
は
届
き
に
く
い
、
あ
る
い
は
近

づ
き
が
た
い
の
で
あ
る
。
著
者
の
い
う
通
り
社
会
的
下
降
に
よ
り
周

辺
化
さ
れ
て
い
る
ム
ス
リ
ム
系
若
者
に
対
し
て
多
文
化
支
援
サ
ー
ビ

ス
が
届
い
て
い
な
い
と
い
う
点
を
無
視
し
て
多
文
化
主
義
の
成
功
を

い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
今
後
、
た
だ
危
険
視
し
て
監
視
強
化
す
る

だ
け
で
は
問
題
は
さ
ら
に
大
き
く
な
る
だ
け
で
あ
る
。
本
書
の
結
論

で
は
、
こ
の
点
が
改
め
て
強
調
さ
れ
、
今
後
解
決
策
を
探
る
た
め
の

調
査
の
継
続
と
拡
大
が
求
め
ら
れ
て
い
る
が
、
ま
さ
に
そ
の
通
り
で

あ
る
と
と
も
に
、
よ
り
政
府
自
ら
が
積
極
的
に
調
査
す
る
と
い
う
姿

勢
が
必
要
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

二
〇
一
七
年
八
月
一
八
日
に
ス
ペ
イ
ン
の
バ
ル
セ
ロ
ナ
と
そ
の
周

辺
で
モ
ロ
ッ
コ
系
ム
ス
リ
ム
系
若
者
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
連
続
テ
ロ
が

起
き
、
バ
ル
セ
ロ
ナ
の
中
心
街
で
は
人
通
り
の
多
い
道
路
・
歩
道
に

バ
ン
が
突
っ
込
み
そ
し
て
暴
走
し
、
一
三
名
が
死
に
一
〇
〇
人
以
上

が
負
傷
し
た
と
い
う
事
件
が
あ
っ
た
。
バ
ン
に
は
五
人
の
仲
間
が
乗
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り
込
ん
で
い
た
が
、
そ
の
一
人
が
年
齢
的
に
は
彼
ら
の
宗
教
指
導
者

で
あ
っ
た
ら
し
い
と
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
て
、
本
書
第
五
、
六
章
の

記
述
が
蘇
っ
て
き
た
。
被
害
者
の
な
か
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
人
観

光
客
も
お
り
、
母
子
親
子
も
含
ま
れ
、
母
親
は
重
傷
で
入
院
し
、
そ

の
七
歳
の
息
子
は
一
時
行
方
不
明
だ
っ
た
が
、
死
者
の
な
か
に
い
た

こ
と
が
数
日
し
て
判
明
し
た
。
一
七
年
は
じ
め
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
メ
ル
ボ
ル
ン
で
も
似
た
よ
う
な
事
件
が
起
き
て
お
り
、
今
後
も
ム

ス
リ
ム
系
若
者
へ
の
見
方
は
厳
し
い
ま
ま
で
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

る
が
、
本
書
の
議
論
を
忘
れ
ず
に
、
社
会
的
結
束
・
監
視
強
化
以
外

の
方
策
を
考
え
て
い
く
こ
と
も
忘
れ
て
は
い
け
な
い
だ
ろ
う
。

　

た
だ
最
後
に
一
言
。
少
々
惜
し
い
と
思
っ
た
こ
と
は
、
本
書
に
て

低
所
得
家
族
を
背
景
に
も
つ
若
者
で
社
会
的
に
適
応
し
、
成
功
し
た

事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
と
、
本
書
は
よ
り
万
全
な
も
の
に
な
っ
た

の
で
は
な
い
か
と
い
う
点
で
あ
る
。
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